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そ
の
由
緒
あ
る
筑
波
山
で
二
〇
二
二
年
六
月
五
日
（
日
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
の
緑
を
育
て

る
会
（
石
村
章
子
理
事
長
）
主
催
で
世
界
環
境
デ
ー
に
呼
応
し
「
第
十
六
回
筑
波
山
水
源
の
森
づ

く
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
三
百
名
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
結
し
、
約
千

本
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
、
筑
波
山
に
新
た
に
次
世
代
の
森
が
誕
生
し
た
。

一
．
第
十
六
回
「
筑
波
山
水
源
の
森
づ
く
り
」
イ
ベ
ン
ト

　

主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
調
べ
に
よ
る
と
、
事
前
申
し
込
み
は
三
百
四
十
名
超
で
あ
っ
た
が
、
当

日
の
参
加
人
数
は
三
百
六
名
（
男
性
百
六
十
四
名
（
五

三
・
六
％
）、
女
性
百
四
十
三
名
（
四
六
・
四
％
））、
そ

の
う
ち
外
国
籍
は
三
十
六
名
（
全
体
の
一
一
・
八
％
）
と

子
供
か
ら
大
人
、
さ
ら
に
外
国
籍
の
人
々
で
多
彩
で
あ
っ

た
。
特
に
若
い
年
代
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
。
開
会
式
で
は
前
林
野
庁
長
官
の
本
郷
浩
二
氏

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
筆
者
の
ミ
ニ
講
座
「
森
づ
く
り
は
、

水
づ
く
り
」
の
講
演
（
後
述
）、
植
林
指
導
で
藤
原
一
繪

氏
（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）
の
植
林
指
導
の
後
、
筑

波
山
宮
司
に
よ
る
安
全
祈
願
の
お
祓
い
を
受
け
植
林
地
に

向
か
っ
た
。

㈠　

植
林
の
苗

　

植
林
に
用
い
ら
れ
た
苗
木
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
長
年
育

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
位
置
す
る
筑
波
山
、
関
東
地
方
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
、
信

仰
の
対
象
と
し
て
仰
が
れ
て
き
た
。
そ
の
山
容
が
女
体
山
（
標
高
八
七
七
ｍ
）
と
男
体
山
（
同
八

七
一
ｍ
）
の
二
峰
相
並
び
、
女
体
山
の
方
が
六
メ
ー
ト
ル
高
く
、
古
く
か
ら
「
縁
結
び
、
夫
婦
和

合
、
家
内
安
全
、
子
授
け
、
子
育
て
、
厄
除
け
な
ど
」
多
く
の
ご
神
徳
で
知
ら
れ
て
い
る
。
山
麓

部
分
は
暖
温
帯
の
常
緑
広
葉
樹
林
が
広
が
り
、
山
頂
部
分
に
は
令
温
帯
の
ブ
ナ
林
が
広
が
る
な
ど
、

低
山
に
も
関
ら
ず
多
彩
な
植
物
分
布
と
な
っ
て
い
る
。

　

筑
波
山
は
我
が
国
の
緑
化
運
動
の
始
ま
り
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
（
一
九

三
四
年
）
初
め
て
の
全
国
的
な
植
樹
行
事
「
愛
林
日
記
念
植
樹
祭
」
が
行
わ
れ
国
有
林
一
・
二
ha

に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
植
林
さ
れ
た
。（
全
国
植
樹
祭
の
始
ま
り
）
で
は
な
ぜ
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
植

林
さ
れ
た
の
か
。
昭
和
の
初
期
は
世
界
的
な
経
済
恐
慌
の
渦
中
に
あ
り
、
日
本
国
内
で
は
農
山
村

の
疲
弊
と
劣
弱
な
森
林
資
源
政
策
、
法
外
な
価
格
で
の
外
国
産
木
材
輸
入
に
対
し
、
全
国
で
植
林

し
、
木
材
資
源
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
国
富
と
し
て
課
題
で
あ
っ
た
。　
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は
な
い
こ
と
が
判
り
ま
す
。

•

な
ぜ
、
筑
波
山
に
は
水
資
源
が
豊
富
な
の
か
？

　

明
治
二
十
六
年
に
気
象
台
が
雨
量
計
を
筑
波
山
に
設
置
し
、
雨
量
を
観
測
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺

の
地
域
よ
り
二
〇
〇
ミ
リ
か
ら
二
五
〇
ミ
リ
常
に
多
い
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十

四
年
（
一
九
六
九
年
）
当
時
の
建
設
省
土
木
研
究
所
が
河
川
流
量
を
約
二
十
年
間
観
測
し
た
結
果
、

筑
波
山
の
年
間
降
水
量
が
一
八
九
一
ミ
リ
で
、
そ
の
う
ち
河
川
へ
の
出
水
は
四
〇
～
五
〇
％
で
、

他
は
地
下
水
と
な
っ
て
貯
水
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。（
普
通
の
山
で
は
降
水
量

の
七
割
が
流
水
（
表
流
水
）
と
な
る
の
で
、
筑
波
山
は
天
然
の
ダ
ム
（
地
下
貯
水
量
約
四
億
㎥
）

と
も
言
え
る
。

•

な
ぜ
、
筑
波
山
の
周
り
に
雨
量
が
多
い
の
か
？

　

ア
メ
ダ
ス
と
気
象
衛
星
で
観
測
し
た
所
、
非
常
に
面
白
い
結
果
が
導
か
れ
ま
し
た
。

　

筑
波
山
の
南
側
に
風
が
当
た
る
と
、
時
計
回
り
の
風
の
渦
が
出
来
、
地
表
付
近
の
冷
た
い
空
気

を
巻
き
上
げ
、
筑
波
山
の
山
容
に
添
っ
て
回
転
上
昇
す
る
と
上
空
の
暖
か
い
空
気
（
湿
度
が
高

い
）
と
混
じ
り
会
い
、
大
気
中
の
水
分
が
氷
の
粒
と
な
り
、
さ
ら
に
上
空
で
大
き
な
氷
の
粒
と
な

り
、
最
後
は
雨
水
と
な
っ
て
筑
波
山
に
降
り
注
い
で
い
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

•

な
ぜ
、
樹
木
が
あ
る
と
雨
粒
が
大
き
く
な
る
の
か
？

　

雨
が
急
に
降
り
始
め
た
時
、
木
陰
に
入
れ
ば
雨
宿
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
し
か
し
、
そ
れ

は
最
初
だ
け
で
、
雨
が
長
く
降
り
続
け
ば
、
逆
に
大
き
く
濡
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
は
葉
や
枝

に
蓄
え
ら
れ
た
雨
粒
が
、
枝
の
た
わ
ん
だ
所
に
蓄
え
ら
れ
大
粒
の
雨
に
な
っ
て
落
ち
て
く
る
か
ら

で
す
。

て
上
げ
た
苗
木
（
ス
ダ
ジ
ィ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
十
種
）
約
千
本
が
使
用
さ

れ
た
。

　

苗
木
を
育
て
る
極
意
は
、
長
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
指
導
し
て
き
た
宮
脇
昭
氏
（
横
浜
国
立
大
学
名

誉
教
授
・
二
〇
二
一
年
七
月
ご
逝
去
）
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
と
に
か
く
苗
木
の
周
り
を
深
く
広
く

掘
り
、
土
壌
を
柔
か
く
し
、
根
に
酸
素
と
水
分
を
充
分
に
与
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
苗
木
を
守
る

マ
ル
チ
ン
グ
作
業
（
刈
り
取
っ
た
草
や
小
枝
な
ど
で
苗
の
周
囲
を
覆
い
、
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
）

を
し
っ
か
り
や
る
こ
と
だ
と
言
う
。

　

今
回
は
マ
ル
チ
ン
グ
に
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
の
小
枝
が
使
わ
れ
た
。
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
に
は
、
防
虫
効

果
が
あ
り
、
最
後
は
朽
ち
て
有
機
肥
料
と
な
る
。

㈡　

ミ
ニ
講
座
「
森
づ
く
り
は
、
水
づ
く
り
」
…
…�

�

講
師
：
Ｇ
Ｗ
Ｊ
吉
村
和
就

　

な
ぜ
植
林
を
す
る
の
か
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多

様
性
の
向
上
、
土
砂
災
害
の
防
止
な
ど
、
多
く
の
森
林
機
能

に
つ
い
て
、
今
日
参
加
の
皆
さ
ん
は
既
に
学
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
私
は
森
林
と
水
資
源
の
関
係
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筑
波
山
は
、
万
葉
の
時
代
か
ら
「
東
の
富
士
山
、
西
の
筑

波
山
」
と
崇
め
ら
れ
信
仰
の
対
象
で
し
た
。
な
ぜ
信
仰
の
対

象
に
な
っ
た
の
か
、
富
士
山
の
高
さ
は
三
七
七
六
ｍ
、
そ
れ

に
対
し
筑
波
山
は
わ
ず
か
八
七
七
メ
ー
ト
ル
、
山
の
高
さ
で
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最
近
の
研
究
で
は
、
空
か
ら
降
っ
て
く
る
雨
の
粒
径
は
一
～
二
㎜
で
す
が
、
樹
木
の
下
で
は
粒

径
が
四
～
七
㎜
の
雨
が
落
ち
て
き
ま
す
、
こ
れ
は
樹
木
（
葉
や
枝
）
で
増
量
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
森
に
霧
が
か
か
る
と
、
霧
の
小
さ
な
水
滴
が
、
樹
木
で
凝
縮
補
足
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
集

ま
り
大
粒
の
雨
に
な
り
ま
す
。

•
雨
粒
が
大
き
く
な
る
と
、
地
表
面
を
削
る
の
で
は
？

雨
粒
が
重
く
な
る
と
地
表
面
を
削
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
い
で
く
れ
る
の
が
落
ち
葉
で
す
。
い
わ
ば

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
目
と
保
水
作
用
で
ブ
ナ
の
よ
う
な
広
葉
樹
が
最
適
で
す
。
保
水
さ
れ
た
落
ち
葉

の
下
に
は
、
多
く
の
菌
類
や
微
生
物
が
住
ん
で
お
り
、
時
間
を
か
け
て
有
機
物
を
分
解
し
、
無
機

化
し
最
後
は
土
に
な
り
ま
す
。（
百
年
間
で
一
セ
ン
チ
の
土
が
出
来
る
）

•

地
球
温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
樹
木
年
齢
は
？

　

林
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
樹
木
が
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

樹
齢
五
十
年
ま
で
の
木
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
が
高
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
は
古
い
木
は
木
材
資
源
と
し
て
活
用
し
、
伐
採
し
た
後
に
は
、
若
木
を
植
え
る
こ
と
が
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
の
で
す
。

二
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
地
球
の
緑
を
育
て
る
会
」
に
つ
い
て

　

二
〇
〇
一
年
十
月
、
宮
脇
昭
先
生
（
前
述
）
の
「
ど
ん
ぐ
り
は
大
事
な
地
球
資
源
で
す
」
と
い

う
お
話
を
素
直
に
受
け
と
め
て
始
め
た
の
が
「
苗
づ
く
り
」
で
す
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
石
村
章
子

理
事
長
が
語
っ
て
く
れ
た
。
二
〇
〇
二
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
、
海
外
（
中
国
内
モ
ン
ゴ

ル
自
治
区
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
）
の
植
樹
を
手
掛
け
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
「
第
一
回
筑
波
山
水
源

の
森
づ
く
り
」
を
開
催
し
て
い
る
。
強
み
は
豊
富
な
人
材
と
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
あ
る
敷
地
で
自

ら
育
苗
を
行
い
、
種
拾
い
か
ら
植
樹
適
期
の
苗
に
す
る
ま
で
約
三
年
か
か
り
ま
す
、
苦
労
も
あ
り

ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
質
の
良
い
苗
を
つ
く
る
努
力
を
し
て
い
る
。
十
年
以
上
取
り
組
ん
で
い
る

「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地
」
で
の
山
道
整
備
や
そ
の
啓
発
活
動
に
対
し
、
令
和
三
年
五
月
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
は
林
野
庁
の
「
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
」
と
し
て
選
出
さ
れ
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
い
ご
に

　

三
百
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
で
盛
況
だ
っ
た
「
筑
波
山
水
源
の
森
づ
く
り
」
を
終

え
た
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
村
理
事
長
に
①
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
苦
労
し
た
点
や
②
今
後
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
進
め
方
な
ど
を
伺
っ
た
。
苦
労
し
た
点
は
苗
木
の
調
達
や
事
前
準
備
な
ど
で
常
駐
ス
タ

ッ
フ
不
足
に
よ
り
特
定
の
人
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
資
金
援
助
を

お
願
い
し
た
い
。
今
後
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
進
め
方
で
は
、
設
立
し
て
か
ら
二
十
年
以
上
経
過
し
た

団
体
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
の
か
大

き
な
課
題
で
す
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

植
林
に
よ
り
日
本
の
国
土
が
守
ら
れ
、
持
続
可
能
な
社
会
が
実
現
し
、
次
世
代
の
為
に
、
緑
の

豊
富
な
地
球
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
大
き
な
や
り
が
い
の
あ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
る
と
確
信
し

て
い
る
。
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